
58

4．実施施策

4.1 基本方針

本市の自転車活用推進に係る基本方針

「誰もが安全・快適に自転車を活用することができる地域社会の実現」

4.2 「いばらき自転車活用推進計画」からの施策選定

「いばらき自転車活用推進計画」に示された施策を踏まえ、本市において取り入れる施策内容は以下のと

おりです。

表 4-2 「いばらき自転車活用推進計画」から選定した本市の施策

茨城県の施策目標 本市の施策目標 本市の施策内容

施策目標１

サイクルツーリズムの推進に

よる地域の活性化

施策目標 1

自転車事故のない安全で安心

な社会の実現

交通安全教育の推進

自転車の安全利用の促進

災害時における自転車活用の推進

施策目標 2

自転車交通の役割拡大にむけ

た自転車通行空間の整備

施策目標 2

サイクルツーリズムの推進に

よる地域の活性化

地域資源を活用したサイクリング環境

の整備

サイクリングイベント等の開催と観光情

報発信の強化

広域連携によるサイクルツーリズムの

推進

施策目標 3

自転車事故のない安全で安

心な社会の実現

施策目標 3

自転車を活用した市民の健康

増進

自転車を活用した健康づくり

自転車を活用した健康増進効果等の広

報啓発

施策目標 4

自転車を活用した県民の健康

増進

施策目標 4

自転車交通の役割拡大に向け

た自転車通行空間の整備

自転車通行空間の整備推進

自転車利用環境の整備推進
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4.3 本市における実施施策

表 4-3 本市の実施施策

施策目標 施策内容 事業

目標 1 【安全安心】

自転車事故のない安全

で安心な社会の実現

交通安全教育の推進 年代に応じた交通安全教室の開催

自転車交通ルールの広報啓発

自転車の安全利用の

促進

自転車損害賠償保険への加入促進

ヘルメット着用等の意識向上

定期的な自転車点検整備の実施

災害時における自転車

活用の推進

災害時における自転車活用の推進

目標 2 【観光振興】

サイクルツーリズムの推

進による地域の活性化

地域資源を活用したサ

イクリング環境の整備

利根川・小貝川サイクリングコースの整備促進

公共交通機関との連携強化

レンタサイクル機能の充実

サイクリングイベント等

の開催と観光情報発信

の強化

サイクルスポーツを通じた自転車の普及促進・魅力

発信

サイクリングイベントやサイクリングツアー等の開催

サイクリングマップの作成

広域連携によるサイク

ルツーリズムの推進

広域ネットワークルートの検討及び整備の促進

広域連携によるサイクルツーリズムの推進

目標 3 【健康増進】

自転車を活用した市民の

健康増進

自転車を活用した健康

づくり

自転車通勤の促進

市民への電動アシスト自転車等の普及促進

サイクリングイベントやサイクリングツアー等の開催

（再掲）

自転車を活用した健康

増進効果等の広報啓

発

自転車活用に関する好事例や、活用効果などに関

する情報の収集・発信

サイクルスポーツを通じた自転車の普及促進・魅力

発信（再掲）

サイクリングマップの作成（再掲）

目標 4 【環境整備】

自転車交通の役割拡大

に向けた自転車通行空間

の整備

自転車通行空間の

整備推進

自転車ネットワーク計画に基づく整備の推進

矢羽根や案内標識等の整備の推進

自転車利用環境の

整備推進

駐輪環境の整備充実

公共交通機関との連携強化（再掲）

レンタサイクル機能の充実（再掲）
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5．実施施策の内容

目標 1 【安全安心】自転車事故のない安全で安心な社会の実現

施策 1．交通安全教育の推進

自転車を安全に利用するため、年代に応じた自転車利用者への交通ルールの遵守やマナーの向上を推進

します。また、歩行者や自動車ドライバー等に対しても、自転車ルールの周知や運転意識向上を図ります。

施策名 交通安全教育の推進

事業名 年代に応じた交通安全教室の開催

事業内容

・年代により自転車の利用頻度、運動能力等が異なることから、年代に応じた

交通安全教育を推進します。

・市内の小・中・高等学校、企業、自治会等に対し、交通安全教室を開催し、自

転車安全教育の充実を図るとともに、ヘルメット着用の促進を図ります。

中長期的な構想 ーーー

事業の対象者

市民 観光客等

小学生 中学生 高校生
10代～

50 代

60 代

以上
国内 外国人

○ ○ ○ ○ ○

実 施

主 体

市担当課 安全安心対策課・教育委員会

事業主体 市・警察

スケジュール

2023

（R5）

年度

2024

（R6）

年度

2025

（R7）

年度

2026

（R8）

年度

2027

（R9）

年度

～

2032

（R14）

【中期】

中期

以降

【長期】
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施策名 交通安全教育の推進

事業名 自転車交通ルールの広報啓発

事業内容

・左側通行といったルール遵守の徹底、ヘルメット着用の努力義務等、自転車

利用者に向けて交通安全意識向上に資する啓発活動を行います。

・自動車ドライバーや歩行者に対して、自転車ルールや思いやり運転等を周

知・啓発することで、自転車交通の総合的な安全性の向上を推進します。

中長期的な構想 ーーー

事業の対象者

市民 観光客等

小学生 中学生 高校生
10代～

50 代

60 代

以上
国内 外国人

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実 施

主 体

市担当課 安全安心対策課・教育委員会

事業主体 市・警察

スケジュール

2023

（R5）

年度

2024

（R6）

年度

2025

（R7）

年度

2026

（R8）

年度

2027

（R9）

年度

～

2032

（R14）

【中期】

中期

以降

【長期】
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施策 2．自転車の安全利用の促進

自転車を安全に利用するために、自転車損害賠償責任保険等への加入やヘルメットの着用、定期的な点検

等を推進します。

施策名 自転車の安全利用の促進

事業名 自転車損害賠償保険への加入促進

事業内容

・「茨城県交通安全条例」に基づき、自転車損害賠償責任保険等への加入を促

進するための広報・啓発活動を実施します。

・加入促進を図るため、自転車販売店や学校、保険会社等と連携し、周知・啓発

を実施します。

中長期的な構想 ーーー

事業の対象者

市民 観光客等

小学生 中学生 高校生
10代～

50 代

60 代

以上
国内 外国人

○ ○ ○ ○ ○

実 施

主 体

市担当課 安全安心対策課・教育委員会

事業主体 市・警察・民間企業

スケジュール

2023

（R5）

年度

2024

（R6）

年度

2025

（R7）

年度

2026

（R8）

年度

2027

（R9）

年度

～

2032

（R14）

【中期】

中期

以降

【長期】
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施策名 自転車の安全利用の促進

事業名 ヘルメット着用等の意識向上

事業内容

・2023年改正道路交通法の施行により、自転車運転時のヘルメットの着用が

努力義務化することに伴い、市内の小・中・高等学校や企業、自治会等に対し、

自転車安全教育の充実を図るとともに、ヘルメット着用のための周知啓発を

図ります。

・ヘルメット着用率の向上が図れるよう、自転車ヘルメットの安全性能や、ライ

フスタイルに応じたバリエーションに富んだヘルメットデザインの紹介等を行

い、ヘルメットの着用が日常生活に浸透できる環境づくりの構築に努めます。

中長期的な構想 ーーー

事業の対象者

市民 観光客等

小学生 中学生 高校生
10代～

50 代

60 代

以上
国内 外国人

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実 施

主 体

市担当課 安全安心対策課・教育委員会

事業主体 市・警察

スケジュール

2023

（R5）

年度

2024

（R6）

年度

2025

（R7）

年度

2026

（R8）

年度

2027

（R9）

年度

～

2032

（R14）

【中期】

中期

以降

【長期】
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施策名 自転車の安全利用の促進

事業名 定期的な自転車点検整備の実施

事業内容

定期的な自転車点検の必要性や点検の方法等、自転車販売店や学校等と連携

し、周知・啓発を実施します。

中長期的な構想 ーーー

事業の対象者

市民 観光客等

小学生 中学生 高校生
10代～

50 代

60 代

以上
国内 外国人

○ ○ ○ ○ ○

実 施

主 体

市担当課 安全安心対策課・教育委員会

事業主体 市・警察・民間企業・団体等

スケジュール

2023

（R5）

年度

2024

（R6）

年度

2025

（R7）

年度

2026

（R8）

年度

2027

（R9）

年度

～

2032

（R14）

【中期】

中期

以降

【長期】
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施策 3．災害時における自転車活用の推進

自転車の機動性を活かし、大規模災害発生時における有用な自転車利用の促進等、安全・安心なまちづく

りを推進します。

施策名 災害時における自転車活用の推進

事業名 災害時における自転車活用の推進

事業内容

・災害時における被災状況の把握や住民の避難、帰宅困難者の移動支援、近

距離かつ少量荷物の搬送等の際に、燃料が不要で機動的である等の自転車の

特性を活かし、正しく自転車を活用できるよう導入検討を進めます。

中長期的な構想 取手市地域防災計画

事業の対象者

市民 観光客等

小学生 中学生 高校生
10代～

50 代

60 代

以上
国内 外国人

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実 施

主 体

市担当課 安全安心対策課

事業主体 市・警察・民間企業・団体等

スケジュール

2023

（R5）

年度

2024

（R6）

年度

2025

（R7）

年度

2026

（R8）

年度

2027

（R9）

年度

～

2032

（R14）

【中期】

中期

以降

【長期】
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目標 2 【観光振興】サイクルツーリズムの推進による地域の活性化

施策 1．地域資源を活用したサイクリング環境の整備

利根川や小貝川、北浦川緑地等の自然資源や、取手競輪場、藤代総合運動公園等の公共施設を活かしなが

ら、サイクリストや来訪者が自転車を通じて観光ができる環境整備に取り組みます。

施策名 地域資源を活用したサイクリング環境の整備

事業名 利根川・小貝川サイクリングコースの整備促進

事業内容

・利根川や小貝川沿いのサイクリングロードの整備を促進するとともに、緑と

水辺の拠点としての整備検討を進めます。

・サイクリングコース上における休憩所やトイレ等の関連施設の設置や改修等

について検討を進めます。

中長期的な構想 ーーー

事業の対象者

市民 観光客等

小学生 中学生 高校生
10代～

50 代

60 代

以上
国内 外国人

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実 施

主 体

市

担当課
水とみどりの課

事業主体 国・県・市

スケジュール

2023

（R5）

年度

2024

（R6）

年度

2025

（R7）

年度

2026

（R8）

年度

2027

（R9）

年度

～

2032

（R14）

【中期】

中期

以降

【長期】
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施策名 地域資源を活用したサイクリング環境の整備

事業名 公共交通機関との連携強化

事業内容

・公共交通機関を補完する自転車と鉄道の乗り換え利便性を高めるため、各

駅隣接の自転車駐輪場整備を検討します。

・サイクリスト等の観光誘客の促進が図れるよう、公共交通機関と連携し、サイ

クルトレインの導入検討を進めます。

中長期的な構想 ーーー

事業の対象者

市民 観光客等

小学生 中学生 高校生
10代～

50 代

60 代

以上
国内 外国人

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実 施

主 体

市担当課 安全安心対策課・都市計画課・産業振興課

事業主体 市・民間企業（鉄道会社等）

スケジュール

2023

（R5）

年度

2024

（R6）

年度

2025

（R7）

年度

2026

（R8）

年度

2027

（R9）

年度

～

2032

（R14）

【中期】

中期

以降

【長期】
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施策名 地域資源を活用したサイクリング環境の整備

事業名 レンタサイクル機能の充実

事業内容

・自転車の普及促進を図るため、利根川サイクルステーションのレンタサイクル

施設に、スポーツタイプや電動アシスト等の多様な自転車の充実を図ります。

・レンタサイクルの認知度を向上させるための情報発信を行います。

・自転車による回遊性が高められるよう、サイクルステーションとりで（CST）

を中心に、主要な公共施設において、レンタサイクルのネットワーク機能が構

築できるよう検討を進めます。

中長期的な構想 ーーー

事業の対象者

市民 観光客等

小学生 中学生 高校生
10代～

50 代

60 代

以上
国内 外国人

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実 施

主 体

市担当課 水とみどりの課・安全安心対策課・産業振興課

事業主体 市

スケジュール

2023

（R5）

年度

2024

（R6）

年度

2025

（R7）

年度

2026

（R8）

年度

2027

（R9）

年度

～

2032

（R14）

【中期】

中期

以降

【長期】
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施策 2．サイクリングイベント等の開催と観光情報発信の強化

利根川・小貝川サイクリングロード、市内の観光資源などを周遊するサイクリングコースなどを活用して、本

市の観光情報の発信を強化していきます。

施策名 サイクリングイベント等の開催と観光情報発信の強化

事業名 サイクルスポーツを通じた自転車の普及促進・魅力発信

事業内容

市内で実施している「サイクルアートフェスティバル」、「茨城シクロクロス取手

ステージ」、「春のとりでクリテリウム」等のイベントを身近に感じてもらえるよ

う、関係機関・団体と連携し情報発信の強化に取り組みます。

中長期的な構想 ーーー

事業の対象者

市民 観光客等

小学生 中学生 高校生
10代～

50 代

60 代

以上
国内 外国人

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実 施

主 体

市担当課 産業振興課・水とみどりの課・教育委員会

事業主体 市・県・民間企業・団体等

スケジュール

2023

（R5）

年度

2024

（R6）

年度

2025

（R7）

年度

2026

（R8）

年度

2027

（R9）

年度

～

2032

（R14）

【中期】

中期

以降

【長期】
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施策名 サイクリングイベント等の開催と観光情報発信の強化

事業名 サイクリングイベントやサイクリングツアー等の開催

事業内容

・地域特性を活かし、レベルに応じたサイクリングツアーやサイクルイベント等

を開催します。

・周辺自治体と連携したイベント等、広域的な取組を推進します。

中長期的な構想 ーーー

事業の対象者

市民 観光客等

小学生 中学生 高校生
10代～

50 代

60 代

以上
国内 外国人

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実 施

主 体

市担当課 産業振興課・教育委員会

事業主体 市・民間企業・団体等

スケジュール

2023

（R5）

年度

2024

（R6）

年度

2025

（R7）

年度

2026

（R8）

年度

2027

（R9）

年度

～

2032

（R14）

【中期】

中期

以降

【長期】
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施策名 サイクリングイベント等の開催と観光情報発信の強化

事業名 サイクリングマップの作成

事業内容

・自転車による観光周遊や健康づくりを推進するため、サイクリングマップを

作成します。

・サイクリストのレベルに合わせた推奨ルートや、自転車が受け入れ可能な店

舗・施設を紹介する等、内容の充実を図ります。

中長期的な構想 ーーー

事業の対象者

市民 観光客等

小学生 中学生 高校生
10代～

50 代

60 代

以上
国内 外国人

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実 施

主 体

市担当課 産業振興課・健康づくり推進課

事業主体 市・民間企業・団体等

スケジュール

2023

（R5）

年度

2024

（R6）

年度

2025

（R7）

年度

2026

（R8）

年度

2027

（R9）

年度

～

2032

（R14）

【中期】

中期

以降

【長期】
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施策 3．広域連携によるサイクルツーリズムの推進

いばらき自転車ネットワーク計画の整備方針等を踏まえ、利根川・小貝川の流域沿いや、「つくば霞ヶ浦りん

りんロード」、「手賀沼サイクリングロード」との接続等、隣接する自治体との広域連携による自転車を通じた

交流人口拡大、地域資源の魅力発信に取り組みます。

施策名 広域連携によるサイクルツーリズムの推進

事業名 広域ネットワークルートの検討及び整備の促進

事業内容

いばらき自転車ネットワーク計画の整備方針等を踏まえ、利根川・小貝川の流

域沿いに隣接する自治体との広域連携によるサイクリングロードの整備促進

に取り組みます。

中長期的な構想 ーーー

事業の対象者

市民 観光客等

小学生 中学生 高校生
10代～

50 代

60 代

以上
国内 外国人

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実 施

主 体

市担当課 水とみどりの課・道路建設課

事業主体 国・県・市

スケジュール

2023

（R5）

年度

2024

（R6）

年度

2025

（R7）

年度

2026

（R8）

年度

2027

（R9）

年度

～

2032

（R14）

【中期】

中期

以降

【長期】
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施策名 広域連携によるサイクルツーリズムの推進

事業名 広域連携によるサイクルツーリズムの推進

事業内容

サイクリングマップの作成、広域的なサイクルイベントの開催等、広域連携によ

る交流人口拡大・地域資源の魅力発信を促進します。

中長期的な構想 ーーー

事業の対象者

市民 観光客等

小学生 中学生 高校生
10代～

50 代

60 代

以上
国内 外国人

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実 施

主 体

市担当課 水とみどりの課・産業振興課

事業主体 市・県・民間企業・団体等

スケジュール

2023

（R5）

年度

2024

（R6）

年度

2025

（R7）

年度

2026

（R8）

年度

2027

（R9）

年度

～

2032

（R14）

【中期】

中期

以降

【長期】
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目標 3 【健康増進】自転車を活用した市民の健康増進

施策 1．自転車を活用した健康づくり

生活の中に自転車を取り入れ、体力向上や健康増進へつなげていけるよう自転車を活用する機会の創出

や積極的な情報発信などを図ります。

施策名 自転車を活用した健康づくり

事業名 自転車通勤の促進

事業内容

市民の健康増進につながり、環境にも優しい自転車通勤を市内企業等に推奨

するため、市役所等における自転車通勤の利用促進や、自転車通勤者が利用

しやすい環境整備等について検討を進めます。

中長期的な構想 ーーー

事業の対象者

市民 観光客等

小学生 中学生 高校生
10代～

50 代

60 代

以上
国内 外国人

○ ○

実 施

主 体

市担当課 健康づくり推進課・産業振興課

事業主体 市・民間企業・団体等

スケジュール

2023

（R5）

年度

2024

（R6）

年度

2025

（R7）

年度

2026

（R8）

年度

2027

（R9）

年度

～

2032

（R14）

【中期】

中期

以降

【長期】
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施策名 自転車を活用した健康づくり

事業名 市民への電動アシスト自転車等の普及促進

事業内容

・自動車に代わる交通手段として、自転車の利用促進を図るなかで、特に高齢

者が自動車を利用しなくても気軽に外出できるよう、身体的負担の軽減がで

きる電動アシスト自転車の普及促進を図ります。

・電動アシスト自転車の体験試乗会や講習会等を実施します。

中長期的な構想 ーーー

事業の対象者

市民 観光客等

小学生 中学生 高校生
10代～

50 代

60 代

以上
国内 外国人

○ ◎

実 施

主 体

市担当課 安全安心対策課・健康づくり推進課・産業振興課

事業主体 市、警察、民間企業・団体等

スケジュール

2023

（R5）

年度

2024

（R6）

年度

2025

（R7）

年度

2026

（R8）

年度

2027

（R9）

年度

～

2032

（R14）

【中期】

中期

以降

【長期】
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施策名 サイクリングイベント等の開催と観光情報発信の強化

事業名 サイクリングイベントやサイクリングツアー等の開催（再掲）

事業内容

・地域特性を活かし、レベルに応じたサイクリングツアーやサイクルイベント等

を開催します。

・周辺自治体と連携したイベント等、広域的な取組を推進します。

中長期的な構想 ーーー

事業の対象者

市民 観光客等

小学生 中学生 高校生
10代～

50 代

60 代

以上
国内 外国人

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実 施

主 体

市担当課 産業振興課・教育委員会

事業主体 市・民間企業・団体等

スケジュール

2023

（R5）

年度

2024

（R6）

年度

2025

（R7）

年度

2026

（R8）

年度

2027

（R9）

年度

～

2032

（R14）

【中期】

中期

以降

【長期】
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施策 2．自転車を活用した健康増進効果等の広報啓発

市民が自転車に親しみを持てるような機会の創出や情報発信に取り組みます。

施策名 自転車を活用した健康増進効果等の広報啓発

事業名 自転車活用に関する好事例や、活用効果などに関する情報の収集・発信

事業内容

健康維持・増進を図るための自転車の利点、魅力や注意点等、自転車活用に

関する好事例や自転車利用の効果等に関する情報の収集・発信を行います。

中長期的な構想 ーーー

事業の対象者

市民 観光客等

小学生 中学生 高校生
10代～

50 代

60 代

以上
国内 外国人

○ ○ ○ ○ ○

実 施

主 体

市担当課 健康づくり推進課

事業主体 市

スケジュール

2023

（R5）

年度

2024

（R6）

年度

2025

（R7）

年度

2026

（R8）

年度

2027

（R9）

年度

～

2032

（R14）

【中期】

中期

以降

【長期】
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施策名 サイクリングイベント等の開催と観光情報発信の強化

事業名 サイクルスポーツを通じた自転車の普及促進・魅力発信（再掲）

事業内容

市内で実施している「サイクルアートフェスティバル」、「茨城シクロクロス取手

ステージ」、「春のとりでクリテリウム」等のイベントを身近に感じてもらえるよ

う、関係機関・団体と連携し情報発信の強化に取り組みます。

中長期的な構想 ーーー

事業の対象者

市民 観光客等

小学生 中学生 高校生
10代～

50 代

60 代

以上
国内 外国人

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実 施

主 体

市担当課 産業振興課・水とみどりの課・教育委員会

事業主体 市・県・民間企業・団体等

スケジュール

2023

（R5）

年度

2024

（R6）

年度

2025

（R7）

年度

2026

（R8）

年度

2027

（R9）

年度

～

2032

（R14）

【中期】

中期

以降

【長期】
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施策名 サイクリングイベント等の開催と観光情報発信の強化

事業名 サイクリングマップの作成（再掲）

事業内容

・自転車による観光周遊や健康づくりを推進するため、サイクリングマップを

作成します。

・サイクリストのレベルに合わせた推奨ルートや、自転車が受け入れ可能な店

舗・施設を紹介する等、内容の充実を図ります。

中長期的な構想 ーーー

事業の対象者

市民 観光客等

小学生 中学生 高校生
10代～

50 代

60 代

以上
国内 外国人

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実 施

主 体

市担当課 産業振興課、健康づくり推進課

事業主体 市・民間企業・団体等

スケジュール

2023

（R5）

年度

2024

（R6）

年度

2025

（R7）

年度

2026

（R8）

年度

2027

（R9）

年度

～

2032

（R14）

【中期】

中期

以降

【長期】
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目標 4 【環境整備】自転車交通の役割拡大に向けた自転車通行空間の整備

施策 1．自転車通行空間の整備推進

安全・安心で快適な自転車利用の促進に向けて、「取手市自転車ネットワーク計画」（第 6 章）に基づき、計

画的な自転車通行空間の整備を進めます。

施策名 自転車通行空間の整備推進

事業名 自転車ネットワーク計画に基づく整備の推進

事業内容

通勤・通学・買い物等の日常的な移動や観光・レクリエーション等で、安全・安

心・快適に自転車を利用できるよう、道路等施設の整備またはその計画にお

いて、取手市自転車ネットワーク計画（第 6 章）を反映し、自転車通行空間の整

備を推進します。

中長期的な構想 ーーー

事業の対象者

市民 観光客等

小学生 中学生 高校生
10代～

50 代

60 代

以上
国内 外国人

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実 施

主 体

市担当課 道路建設課、管理課、都市計画課、安全安心対策課

事業主体 国・県・市・警察

スケジュール

2023

（R5）

年度

2024

（R6）

年度

2025

（R7）

年度

2026

（R8）

年度

2027

（R9）

年度

～

2032

（R14）

【中期】

中期

以降

【長期】
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施策名 自転車通行空間の整備推進

事業名 矢羽根や案内標識等の整備の推進

事業内容

・取手市自転車ネットワーク計画に基づき、矢羽根や案内誘導サイン、危険箇

所での注意喚起、夜間の安全性を確保するための環境整備の検討を進めま

す。

・いばらき自転車活用推進計画の整備方針に基づき、多言語化を含めた統一

的な案内誘導サイン等の整備検討を進めます。

中長期的な構想 ーーー

事業の対象者

市民 観光客等

小学生 中学生 高校生
10代～

50 代

60 代

以上
国内 外国人

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実 施

主 体

市担当課 安全安心対策課・道路建設課・管理課

事業主体 国・県・市・警察

スケジュール

2023

（R5）

年度

2024

（R6）

年度

2025

（R7）

年度

2026

（R8）

年度

2027

（R9）

年度

～

2032

（R14）

【中期】

中期

以降

【長期】
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施策 2．自転車利用環境の整備推進

公共施設や交通施設等への駐輪場整備、公共交通と自転車との連携の拡大等、子供から大人まで安全・快

適に自転車を利用できる自転車を通じた生活環境づくりの向上を推進します。

施策名 自転車利用環境の整備推進

事業名 駐輪環境の整備充実

事業内容

・取手駅周辺の商業施設利用者および公共交通利用者へ CST の利用促進を

図ります。

・市内駐輪場の利用実態を把握し、路上駐輪の防止や機能向上が図れるよう、

駐輪場の整備検討を進めます。

・市内公共施設をはじめ、飲食店やスーパー等において、自転車利用者や観光

等で来訪するサイクリストが利用しやすい駐輪環境の向上を図ります。

中長期的な構想 ーーー

事業の対象者

市民 観光客等

小学生 中学生 高校生
10代～

50 代

60 代

以上
国内 外国人

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実 施

主 体

市担当課 安全安心対策課・産業振興課

事業主体 市・民間企業・団体等

スケジュール

2023

（R5）

年度

2024

（R6）

年度

2025

（R7）

年度

2026

（R8）

年度

2027

（R9）

年度

～

2032

（R14）

【中期】

中期

以降

【長期】
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施策名 地域資源を活用したサイクリング環境の整備

事業名 公共交通機関との連携強化（再掲）

事業内容

・公共交通機関を補完する自転車と鉄道の乗り換え利便性を高めるため、各

駅隣接の自転車駐輪場整備を検討します。

・サイクリスト等の観光誘客の促進が図れるよう、公共交通機関と連携し、サイ

クルトレインの導入検討を進めます。

中長期的な構想 ーーー

事業の対象者

市民 観光客等

小学生 中学生 高校生
10代～

50 代

60 代

以上
国内 外国人

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実 施

主 体

市担当課 安全安心対策課・都市計画課・産業振興課

事業主体 市・民間企業（鉄道会社等）

スケジュール

2023

（R5）

年度

2024

（R6）

年度

2025

（R7）

年度

2026

（R8）

年度

2027

（R9）

年度

～

2032

（R14）

【中期】

中期

以降

【長期】
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施策名 地域資源を活用したサイクリング環境の整備

事業名 レンタサイクル機能の充実（再掲）

事業内容

・自転車の普及促進を図るため、利根川サイクルステーションのレンタサイクル

施設に、スポーツタイプや電動アシスト等の多様な自転車の充実を図ります。

・レンタサイクルの認知度を向上させるための情報発信を行います。

・自転車による回遊性が高められるよう、サイクルステーションとりで（CST）

を中心に、主要な公共施設において、レンタサイクルのネットワーク機能が構

築できるよう検討を進めます。

中長期的な構想 ーーー

事業の対象者

市民 観光客等

小学生 中学生 高校生
10代～

50 代

60 代

以上
国内 外国人

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実 施

主 体

市担当課 水とみどりの課・安全安心対策課・産業振興課

事業主体 市

スケジュール

2023

（R5）

年度

2024

（R6）

年度

2025

（R7）

年度

2026

（R8）

年度

2027

（R9）

年度

～

2032

（R14）

【中期】

中期

以降

【長期】
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6．取手市自転車ネットワーク計画

6.1 自転車ネットワークの考え方

（1）基本的な考え方

「いばらき自転車ネットワーク計画」や、「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（国土交通省、警

察庁）」の内容を踏まえ、市街地や観光施設等を回遊するネットワーク路線と、日常生活等における安全・安

心なネットワーク路線を設定します。

（2）対象地域

取手市内全域を対象とします。

（3）候補路線選定の考え方

路線の選定については、以下のような路線を適宜組み合わせて選定を行います。

・自転車利用の主要路線の役割を担う、公共交通施設、学校、公共施設等を結ぶ路線

・主要観光施設等を結ぶ路線

・自転車と歩行者の錯綜や自転車関連の事故が多い路線の安全性を向上させるため、自転車通行空間を確

保する路線

・自転車通学路の対象路線

・地域の課題やニーズに応じて自転車の利用を促進する路線
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6.2 基本方針の設定

自転車通行空間についての統一的な考え方に基づき、効果的、効率的に整備していくための基本方針を設

定します。

取手市自転車ネットワーク計画では、ターゲットを「市民」と「来訪者・サイクリスト」、利用目的を「通学」、「通

勤」、「買い物」、「観光・レクリエーション」に分け、自転車ネットワークを整備する上での基本方針を以下のと

おり設定します。

自転車ネットワーク計画の基本方針

①自転車の事故や危険箇所への対応

②地域資源等を活用したサイクルツーリズムへの対応

③市民が楽しめるサイクリングへの対応

④市民の快適な日常移動への対応

以上の基本方針を踏まえ、「日常利用のための自転車ネットワーク」、「観光・レクリエーションのための自転

車ネットワーク」を整備します。
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6.3 自転車ネットワーク路線の選定

（1）自転車ネットワーク路線選定の考え方

日常利用（通勤・通学・買物）のための自転車ネットワーク路線、および観光・レクリエーションのための自転

車ネットワーク路線を選定します。「自転車ネットワーク路線」選定の考え方は以下に示すとおりです。

選定の視点

（ガイドライン）

日常利用のためのネットワーク 観光・レクリエーションの

ための自転車ネットワーク通勤 通学 買い物

①主要施設へ連絡す

る路線

駅周辺 － 商業施設

周辺

主な公園および運動施設

②歩行者との錯綜お

よび事故回避

駅周辺の交通量が多い路線 －

③自転車通学路 － 中学、高校 － －

④地域課題やニーズ

に応じて利用促進

－ － － 取手緑地運動公園

利根川、小貝川沿いの自転車道

⑤自転車利用増加

が見込まれる路線

取手駅西口周辺 鬼怒・小貝リバーサイドルート（仮）

⑥既に整備済 － － － －

⑦連続性確保 日常利用と観光利用を結ぶために補完する路線





（2）日常利用のためのネットワーク

日常利用のためのネットワーク路線を以下に示します。

藤代駅

取手駅

西取手駅

寺原駅

稲戸井駅

ゆめみ野駅

戸頭駅

新取手駅

藤代南中

取手一中

取手二中

藤代中

永山中

戸頭中

江戸川学園取手中・高

日常利用（通勤・通学・買物）のための自転車ネットワーク路線

【凡例】

　　　　　自転車ネットワーク重点区域

　　　　　自転車ネットワーク路線（日常利用）

　　　　　駅（鉄道）

　　　　　スーパー・ショッピングセンター

　　　　　学校（中学校・高校）

取手二高

取手一高

藤代高

藤代紫水高

取手聖徳女子中・高

取手松陽高






























